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くは じめに〉

本書のモ チー フは,「 文化 の機能 の核心 を

なす創造性」 に焦点 を当てて,そ れ を経済学

の分野において分析対象 として どう把握する

か,す なわちそれ を経済学 の中に どの ように

位置づけるか,と い うことである.こ の現代

の最先端 の課題 を取 り上げ,本 格的 な分析が

加 え られてい る。 この課題 が,「 文化産業 や

創造的産業,そ の空間的展 開 としての都市政

策や都市 ・地域の再生」 と関わ らせて論 じら

れている ことが,本 書 の最 大の特 徴であ り,

また学界貢献 としての メリッ トであ る.

この課題 に取 り組 む段 階 に到 達す る以前

に,既 に著者(埼 玉大学経済学部教授:2004

年 よ り)は,『 芸術 と文化 の公共政策』(勤 草

書房,1998年)を 上梓 して以来,『 文化経済

学』(分 担執筆,有 斐 閣,1998年),『 文化政

策学:法 ・経済 ・マ ネジメ ン ト』(編 著,有

斐閣,2001年),『 市民活動論:持 続可能で創

造 的 な社 会 に向 け て 』(共 編 著,有 斐 閣,

2005年)を 連続 して,矢 継 ぎ早に成果 を発表

す るとともに,ス ロス ビーやラ ンドリーの著

作 を監訳書 として出版 し,留 学生活 も媒介 に

して国際情 報 の紹介 に も貢献 してい る.文

化経済学会 く 日本 〉の理事 で もあ り,か つ学

会誌 「文化経済学』編 集主幹,と して も活躍

中である.本 書 は,文 化経済学研究の最新の

成果報告書である とい えるであろう.

〈目次〉

序 創造性と都市への問題関心とその背景
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5コ ミュニテ ィ再生 にお ける地域通貨 の
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6創 造性 を発展 させ る地域金融 のデザ イ

ン:3つ のセク ターを視野 に入 れた資金

循環

IV創 造 的都市の理論 と現実

7福 祉 国家 か ら創造 的都 市へ:ス ウェー

デ ンとフィ ンラン ドを中心 として

8創 造 的都市へ の理論的 アプローチ:場

と関係性の概念 を中心 として

終 創造的な都市における現代的共同財の再

生:現 代の文化アントレプレナーたち

〈内容要約〉

全体 と して,4部10章 構成 であ る.見 ら

れるように,オ ラ ンダ(ロ ッテルダム)や デ

ンマーク も含めた,北 欧諸 国(ス ウェーデン,

ブインラン ド)の,従 来 では我が国で福祉 国

家の典型 として言 及 されて きた地域 に分析 の

重心がある.福 祉 国家や その下での福祉政策

(の変 化)と の関 連 を念 頭 に 置い て,財 政

(政策)や 都市(地 域)開 発政策 と関 わって,

広いパースペ クテ ィブの下で,文 化政策や文

化経済 が論 じられ てい るところが興味深 い.

現代 の公共 政策 のキー ワー ドとして,「 文化

行政 か ら総 合 政策 と しての文化 政策へ の転

換」 や 「文化政策の総合性」が強調 される.

序章は,前 著 との関係性と課題意識の発展

が披露される場である.グ ローバリズムと財

政危機の条件の下で分権化が進み,都 市地域

レベルで生活や産業を含む経済的活性化の試

みがなされ,成 功事例も国際的に交流されて,
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一定の評価 も得 られ始めている.そ こで脚光

を浴びるのが経済 と文化の関係である.「文

化の機能の核心をなす創造性」に着目し,そ

の継承 と発展のための社会的なシステムの形

成を目指すのが文化政策であるならば,文 化

政策や文化経済は必然的に非営利部門も含め

た産業領域をカバーするようになる.「都市

再生のための道具箱」として,創 造的都市論

が出現 したことが紹介される.

第1部 は前著 との関連性が深 く,財 政学的

に文化経費論 として,(創 造性 を基盤 とす る)

社 会 的 なシス テ ム と しての芸術 文化 の特徴

や,外 部性 の評価 を中心 にその社会的な機能

について分析す る.第2部 は,創 造性の継承

と発展 に向けて,社 会その ものの持続可能 な

発展 の概念 と,主 体 としての役 割が担われる

べ き文化産業(創 造的産業)に 焦点が当て ら

れ る.第3部 で は,こ れ らの産業の艀化,生

育 を支える(地 域的)金 融 システムのあ り方

について,地 域通貨や,私 的セ クター と公的

セ クター と区別 され るべ き,第3の 領域 とし

ての非営利 セクターを中心 とする資金の循環

構造 の構築 が展 望 される.第3部 の(地 域)

金融論 は,著 者の研 究領域の拡大 を示す もの

で,視 野の拡大か ら得 られる今後の成果にも,

大 きな期待が寄せ られ る ところである.第4

部 で創 造 的都 市 論 を理論 と現状 か ら検 証す

る.経 済地理学の,場 と関連性 の概念が適応

されて,創 造的産業の集積 と文化 クラスター

の形成 に向 けた政策 的提議 もなされている.

終章 では,集 合的 な創 造性 に着 目すること

によ り,「 コーデ ィネー シ ョンの創造性 と公

共性 を現代 にお ける共同財の再生 として把握

す る」 こと,そ の担い手 としての文化 アン ト

レプレナーの概念 が提議 され る.こ の点は,

「創造 的産業 の特徴 を,非 営利的で創造的な

活動 と,営 利的で単調 な労働 との契約による

結合 であ る と見 な し,契 約 理論 に基づいて,

小 さな企業の契約 による水平 的ネ ットワー ク

構 造の必然性や,独 立 したプロデューサーな

どがそのコーデ ィネー シ ョンを担 うという産

業組織の特徴 を指摘 したケイブズの研究」か

ら,示 唆 を得 ている といえよう.

〈コメン ト〉

コメ ン トに替 えて2点,今 少 し詳 しく聞き

たかったこ とをあげてお く,研 究 に刺激 され

た,評 者 の,こ の後の研 究課題の提示 として

理解 して頂 ければ幸いである.

1.文 化産業か創造(的)産 業か

公 共政 策 の一環 として の文化政 策 の領 域

に,文 化産業 が取 り込 まれる ことに よって,

文化 と経済 の関係が問 われる ように なった.

文化産業 は,従 来 は芸術 文化の担い手 として

は,高 い評価 を受 けて こなかった.む しろハ

イカルチ ャーをマス カルチ ャー化 し,芸 術 文

化 に堕落 を もた らす要因 として危険視 されて

きた.こ う した産業分野 が,イ ギ リスのニ ュ
ー レイバー政権下のクール ・ブリタニカ戦略

の下で,重 点 的 ・戦略 的産業 として13業 種

が一括 され て,創 造産業 として命名 され,取

り扱 われ るこ と(タ ス ク ・フ ォースの設 置)

に より,中 身 としては同義 であ るということ

で,文 化産業概念 も復活 し,定 着 した とい え

る.

したが って創造 産業 は,GDPや 輸 出にい

くら寄与す るか,な どとい うような きわめて

経済的 な成果 に関心 を持 って言及 される.せ

いぜいで成長の要 因 となる,な い しは戦略的

部門に位置づ けるべ き理 由か らする産業論的

な立論 になる.地 域 や都市の再開発,活 性化

にお いて も,生 産 ・供給側か らの視点 に引 き

ず られやすい のではないか.こ れ に対 して,

従来か らの文化 産業 ・文化経済学 は,芸 術 文

化 の消費や創 造過程への参加,ま た市場 や消

費者の享受能力(の 発展)に も,相 応の注意

を払 って きた ことが特徴 であ るが,こ うした

側面が創 造産業 では見 えに くくなるのではな

いか とい う危惧 が生 まれ る.さ らに産業 レベ

ルで論ず る限 りは,文 化的産物の分配 ・流通

や消費過程 での変化が顕著であ り,こ の側面

を文化 産業論 は3層 構造 などとして扱って き

ている.創 造性 に焦 点 を当て ることによる,

文化経済学 や文化政策学へのイ ンパ ク トにつ

いて,今 少 し詳細 な言及が欲 しい とい う印象

が第1で あ る.
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2.創 造性の創造過程

1と も関わるが,創 造性 に注 目するならば,

今社会で起 こってい る創 造過程 での変化 に も

っと注意 が払 われて もいいのではないか.と

くにIT革 命 とグロー一バ リゼー シ ョンの もと

での,芸 術文化 の生産 ・流通 ・消費,さ らに

享受能力 の普及 ・拡大 ・発展 とそれ らの生産

現場への反作用 のダイナ ミックな変化 ・発展

(文化 の社 会 的循環 と3層 構 造)に つい て,

論評があって もいいので はないか と思 った.

文化 産業 ・創 造 ク ラス ターの地理 学的 関係

性,場 の理論へ の展 開 は,(創 造 的)都 市論

への流れの中では不可避 であるか もしれない

が,芸 術文化その ものの中で生 じていること

にも,も う少 し目を向けるべ きではなかった

のか と思われる。

誰で もが クリエイ ターになる とともに同時

に享受者 に もなる。それ が安価 に,即 座 に,

世界的規模で実現 され る.こ うした芸術文化

情報が 自由に往 来す る社会 の中で,創 造性 に

焦点が当た り,当 て られている。社会の中で

文化,文 化 的価値 ない しは文化 的な要素が次

第に重要視 され るようになって きてい るとい

う,「 社会 の文化化」 と言 われ るよ うな流れ

について,ま た社会の新 しい局面,す なわち

官僚 的な縦割 り行政機構 や垂 直的な産業構造

を水平 的ネ ッ トワーク体制 に組 み直 し,総 合

化す るこ とによる 「文化 ア ン トレプ レナー」

が活躍す る社会 につい て,も う少 し展望 を語

って欲 しか った とい う思 いが残る.

これ らは今後 の課題 として我々 自身が取 り

組むべ きものであろ う.評 者の不勉 強 ・不注

意か ら生 じている,コ メ ン トであるか もしれ

ない ことをお断 りしてお く。

付記

脱稿後,神 野直彦氏 に よる本書の書評(有

斐 閣 『書斎 の窓』2006年3月,48-51頁)を

目に した.ま た評者 は,後 藤和子編 著 『文化

政策学:法 ・経 済 ・マネジメン ト』(有 斐 閣,

2001年)に ついて も書評(基 礎経済科学研 究

所 『経 済科 学通信 』98,2002年4月,79-81

頁)を している.あ わせて参照 されたい。
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